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川井・丸山研究室（建築音響研究室）
教員2人，学生26人（D：2人、M2：8人，M1：８人，学部：8人）
専門：建築音響

（室内音響・心理評価が中心）
「快適な都市・建築空間のための音環境づくり」を
目指した研究教育活動を行っています。



学生の人数
研究室 年度 人数構成 D:博士後期、M:博士前期、B:学部 計 院進
川井丸山 2027 M2M2M2M2M2M2M2M2M1M1M1M1M1M1M1M1 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ？
川井丸山 2026 D3 D3 M2M2M2M2M2M2M2M2M1M1M1M1M1M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 26 8/8
川井丸山 2025 D3 D2 M2M1M1M1M1M1M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 18 6/7
川井丸山 2024 D3 D1 M2M2M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 14 8/9
川井丸山 2023 D2 M2M2M2M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 10 1/5
川井 2022 D3 D1 M2M2M2M2M1M1 B4 B4 B4 B4 11 1/4
川井 2021 D2 M2M2M2M1M1M1M1 B4 B4 9 1/2
川井 2020 D1 M2M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 10 3/6
川井 2019M2M2M2M2M2M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 15 1/9
川井 2018 D3 M2M2M2M2M2M1M1M1M1M1 B4 B4 B4 14 0/3
川井 2017 D3 M2M2M2M1M1M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 15 4/6

矢野川井 2016 D3 M2M2M2M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 15 2/8
矢野川井 2015 D2 M2M2M2M2M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 17 3/9
矢野川井 2014 D1 M2M2M2M2M2M1M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 17 2/7
矢野川井 2013 D3 M2M1M1M1M1 B4 B4 B4 B4 B4 B4 B4 12 4/7



研究テーマ（丸山）
‣多群会話空間の音環境に関する研究
・多群会話空間の快適な音環境設計に関する研究
・オープンプランオフィスにおけるスピーチプライバシーに関する研究
・多群会話空間のマルチエージェントシミュレーション

‣現代の図書館の音環境デザインに関する研究
・大学図書館のラーニングコモンズの音環境に関する調査研究
・ラーニングコモンズでの学習活動への音環境の影響に関する現場実験
・賑やかさと静けさを両立する現代公共図書館の音環境設計に関する研究

‣ノイズマップを用いた鉄道騒音評価に関する研究
・九州新幹線、西九州新幹線の騒音の面的推計
・新幹線沿線の騒音暴露人口の推定に関する研究
・在来鉄道騒音の面的推計に向けた研究

‣そのほか
・音声や画像データを用いた保育室内の音環境評価手法に関する研究
・eVTOL（空飛ぶクルマ）の騒音評価に関する研究

建築空間（都市空間）の快適な音環境を探求し，空間に新たな価値を生み出す





カフェ空間における現場実験
会話の明瞭性とスピーチプライバシーの
両方を考慮した音響設計が必要

BGMが重要
・他の人の声を聞こえにくくできる

実際のカフェで実験ができることに

研究目的
多群会話空間の音環境と滞在者の快適性を把握し，
背景音と人々の主観評価の関係を明らかにする。 BGM音量の調整実験を実施！





4日間の営業時間(8:00-17:00)において，現場実験をおこなった

6台の騒音計によって，空間の騒音レベルを測定

10分ごとの滞在者の着席情報（人数・利用卓）を把握

滞在者の印象評価を把握するために，飲食がおおむね
終わった利用者にアンケートの回答を依頼（265名から回答）

(1) 快適性
(2) 落ち着き/にぎやかさ
(3) 会話のしやすさ
など，8項目の印象評価，個人属性に関する質問

・騒音レベル測定

・利用状況観察

・アンケート調査

実施内容







カフェの設計に関する海外の書籍に研究成果が引用！
Designing Coffee Shops and Cafés for Community
コミュニティのための
コーヒーショップ・カフェのデザイン
Lisa Waxman, 2022

（本の紹介文から一部抜粋）
Its practical design guidelines cover location, accessibility, seating, 
lighting, sound, and more.
Written for students, academics, and designers, this book discusses 
the value of coffee shops and cafés and guides readers through the 
ways to create places of belonging that bring people together.
立地、アクセシビリティ、客席、照明、音響など、実践的な
デザイン・ガイドラインが満載。学生、学者、デザイナー向
けに書かれた本書は、喫茶店やカフェの価値について論じ、
人々を結びつける居場所づくりの方法を読者にガイドする。





カフェの設計に関する海外の書籍に研究成果が引用！
（本文から一部抜粋）
7.Creating Ambience in the Third Place
Acoustics
-Background Music
The background music also has an enormous impact on the acoustic environment. Because people often
converse while visiting cafés and coffee shops, it is important that music supports this activity. While music can
contribute to the guest experience, it should not be so loud that conversation is difficult. Some background
music can help contribute to speech privacy by camouflaging the sound of conversations nearby. Restaurant
acoustics research by Maruyama et al. (2020) found that loud background music combined with guests too
close negatively affected evaluations of establishments; people reported feeling uncomfortable, uneasy in
their conversations, and had difficulty hearing conversations within their group.

BGMもまた、音響環境に大きな影響を与える。カフェや喫茶店を訪れている間、人々はよく会話を
するので、音楽がその活動をサポートすることが重要である。音楽は客の体験に貢献するが、会話
が困難になるほどの音量であってはならない。 BGMの中には、近くの会話音をカモフラージュする
ことで、会話のプライバシーに貢献するものもある。丸山ら (2020)によるレストラン音響の研究では、
大音量のBGMと近すぎる客との組み合わせは、店の評価に悪影響を及ぼすことがわかった。人々は
不快感や会話のしづらさを感じ、グループ内の会話が聞き取りづらいと報告された。









ノイズマップによる九州新幹線騒音の評価



ノイズマップによる九州新幹線騒音の評価

‣ 2023年度から研究を開始
九州新幹線を中心に騒音の推計・実測

・九州新幹線騒音予測の精度向上
・どのくらいの人口が騒音に暴露されているか
（騒音暴露人口）の推計 →健康影響評価
・在来鉄道も進めてます
・リニアもやるかも

‣この研究は近畿大学および東京大学との共同研究



音声や画像データを用いた保育室内の音環境評価手法に関する研究



eVTOL（空飛ぶクルマ）の騒音評価

‣ eVTOL（垂直離着陸機）の整備が日本
でも進み、2027から一部地域で商用運
航が始まる予定。

・来年度からeVTOL騒音のアノイアンス
に関する評価実験を進める予定。

‣この研究は近畿大学および大同大学と
の共同研究 https://jidounten-lab.com/wp/wp-content/uploads/2020/03/evtol-1-e1583656907611.jpg





Q & A

Q. コアタイムはありますか？

Q. 研究テーマの決め方を教えてください。

Q. 研究はどのように進めますか？

Q. 就職先はどんなところが多いですか？

Q. 研究室の特徴はなんですか？



Q. コアタイムはありますか？

A. コアタイム（学生が毎日来ないと行けない時間帯）はありません。

基本的に平日の日中は研究活動に取り組むことを期待していますが、
各自のペースでやってくれればいいです。

アルバイトの制限も特にないです。

教員は2限～6限くらいまでの時間に対応します。



Q. 研究テーマの決め方を教えてください。

A. 基本的には興味のあるテーマを選んでもらいます。

研究室で進めているプロジェクト等について、
研究テーマを提案します。

自らが問題意識のある研究テーマを自主的に提案してもよいです。

テーマに応じて主指導教員（川井 or 丸山）が指導します。

具体的には・・・
①必ず4年生の誰かがやってほしいテーマ（2～3テーマ）
②ほかにやってほしいテーマ（たくさん）
③自分で提案する研究テーマ



Q. 研究はどのように進めますか？

A. 週一回のゼミ（川井・丸山研合同、2コマ）と、
各研究テーマのグループでの定期的なミーティングで進めます。

大学院生にはある程度の自主性を求めていますが、4年生については
こまめに進捗を確認しながら進めていく予定です。

与えられたテーマの中で、研究に興味を持って自主的・意欲的に
研究を進める学生を期待しています

もちろん、いつでも積極的に先輩や教員に相談してください。



Q. 就職先はどんなところが多いですか？

A. ゼネコンの設備系が多いです。音に関わる仕事もたまに。（修士／学部卒）

大学院進学率：63 %（ここ5年）

2027卒：清水建設（設備）、大成建設（設備）、前田建設（設備） 
五洋建設（設備・音響）、三菱地所設計（監理）※予定

2026卒：前田建設（設備） 、住宅系（施工）
2025卒：竹中工務店（設備）、大林組（設備）
2024卒：竹中工務店（施工管理）、トヨタホーム（設計）
2023卒：前田建設（設備）、JASM（半導体関連）
2022卒：東芝プラントシステム、熊谷組、
2021卒：楽天グループ、大気社、鴻池組
2020卒：九州電力、大和ハウス工業、竹中工務店、タカラスタンダード、安藤・間、

福岡市役所、大分市役所、日揮

その他 四元音響設計事務所、日本音響エンジニアリング
SE（システムエンジニア） など



Q. 研究室の特徴はなんですか？

A. たくさんあります。

① 音に関する幅広い研究ができる。

・建築音響の研究者が2人いる（めずらしい）。

・学生のやりたいこと、得意なことに合った幅広い研究ができる。
：建築音響の分野は、聴覚心理、数値解析、屋外の実測や建築計画的な研究など
多岐にわたる。

川井
・日本建築学会 音環境運営委員長
・日本建築学会 室内音響小委員会 次期主査
・日本建築学会 子どものための音環境WG 前主査
・日本騒音制御工学会 社会調査データアーカイブ分科会
・日本騒音制御工学会 音環境デザイン分科会 主査

丸山
・日本音響学会 建築音響研究委員会 幹事
・日本建築学会 子どものための音環境WG 幹事
・日本騒音制御工学会 社会調査データアーカイブ分科会
・日本騒音制御工学会 ノイズマップ分科会



Q. 研究室の特徴はなんですか？

② 音の研究ができる環境・設備が備わっている。

・建築音響分野において日本で有数の研究室

・実験室や測定機器、計算機器が十分にあるため、やりたいことができる。

・頑張れば国内外の学会に行くことも可能（研究予算で）。

音響学会@金沢 建築学会@広島





Q. 研究室の特徴はなんですか？

③ その他

・これからの理系人材に必要な、ITスキル（Excel，プログラミング）が
身に付きます。

・コンサートホールの見学など、音に関わる機会も多いです。



施設見学

しいきアルゲ
リッチハウス
（別府市）



熊本城ホール

施設見学



福岡市民ホール

施設見学




